北京大学月刊を読む by 田崎 仁義
め
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同
北
京
大
挙
月
刊
を
譲
む
回
崎
義
日
支
雨
園
の
関
係
盆
重
要
さ
な
旬
、
我
図
民
の
知
ら
e
さ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
多
き
内
に
我
園
自
身
の
事
を
第
一
ざ
す
可
き
は
A
一
一
口
を
侯
た
ざ
る
が
、
是
に
次
で
は
是
非
さ
も
支
那
の
事
を
知
ら
ゴ
る
可
か
ら
ぎ
る
放
勢
ご
な
れ
り
。
我
闘
の
何
人
も
支
那
を
知
ら
ざ
れ
ば
知
識
の
飢
渇
ご
薄
弱
さ
を
戚
十
る
場
合
さ
な
れ
b
o
我
校
の
如
き
は
其
性
質
上
、
一
其
所
在
の
位
置
上
其
他
諸
種
の
事
情
を
綜
合
し
て
考
ふ
れ
ば
支
那
に
関
し
て
我
闘
の
何
れ
の
亭
校
よ
り
も
豊
富
な
る
研
究
設
備
芯
知
識
さ
を
有
し
居
b
て
然
る
可
き
筈
な
る
に
事
震
の
大
に
然
ら
ゴ
る
は
吾
人
の
甚
だ
遺
憾
ご
す
る
所
な
り
。
今
や
研
究
舘
成
り
て
教
官
先
生
は
一
斉
に
某
精
力
を
傾
注
し
て
各
種
各
方
面
の
調
査
研
究
に
従
事
せ
ら
れ
ん
さ
す
る
に
嘗
b
、
五
口
人
は
新
に
は
従
来
甚
し
く
侠
如
せ
る
支
那
書
の
蒐
集
に
着
手
す
る
一
方
現
に
支
那
の
政
治
経
済
及
び
率
問
の
中
心
駄
に
於
て
後
行
す
る
新
聞
雑
誌
各
数
種
を
取
る
事
ピ
せ
北
京
大
問
中
月
刊
た
読
む
三
七
九
商
業
さ
経
済
一
三
八
O
b
o
蓋
し
今
日
の
時
世
は
従
来
の
所
謂
支
那
遇
の
如
き
基
礎
な
く
秩
序
組
織
を
快
け
る
滋
然
雑
駁
な
る
知
識
に
て
は
最
早
到
底
物
の
崩
に
立
た
ぬ
・
』
芝
、
な
れ
b
，
き
れ
ば
一
方
に
於
て
は
支
那
の
土
地
さ
人
民
さ
其
思
想
及
制
度
ご
を
歴
史
的
に
科
的
学
的
に
研
究
し
て
今
日
の
支
那
を
解
蒋
す
る
基
礎
的
知
識
を
得
る
が
匁
め
に
古
代
よ
り
最
近
に
至
る
迄
の
業
等
の
方
面
の
根
本
的
資
料
を
調
査
研
先
せ
ざ
る
可
か
ら
・
?
然
れ
ぎ
も
銃
往
を
知
る
は
騎
す
る
所
現
在
に
借
地
し
勝
家
に
備
ふ
る
が
匁
め
に
外
な
ら
玄
る
を
以
て
他
方
に
於
て
現
在
の
貫
肢
を
調
査
せ
，
さ
る
可
か
ら
子
。
而
し
て
其
方
法
手
段
の
最
も
有
力
な
る
も
の
、
一
つ
は
新
聞
雑
誌
の
購
読
な
れ
ば
な
り
。
右
の
目
的
に
供
す
る
雑
誌
の
一
さ
し
て
選
探
せ
ら
れ
た
る
北
京
大
卒
月
刊
ぞ
琵
に
紹
介
せ
ん
さ
欲
す
、
但
し
同
誌
は
未
だ
来
着
せ
宇
長
畑
助
教
授
H
A
李
議
師
よ
り
借
覧
せ
る
、
第
一
忽
第
一
以
下
数
銃
に
就
て
紹
介
せ
が
さ
す
。
北
京
大
事
月
刊
第
一
港
第
一
一
読
は
民
図
九
年
一
月
に
出
版
せ
ら
れ
た
b
開
港
に
編
輯
略
例
あ
り
、
臼
〈
。
一
.
本
月
刊
は
北
京
大
拳
職
員
亭
生
共
同
し
て
率
術
を
研
究
し
思
想
を
後
揮
し
、
心
得
を
披
露
す
る
の
機
関
雑
誌
た
り
。
其
材
料
の
供
給
は
大
健
本
校
職
員
向
学
生
の
携
任
に
尚
り
校
外
の
宏
哲
如
し
特
別
の
佳
若
ゐ
れ
ば
亦
代
て
後
表
を
谷
川
す
を
得
。
一
、
本
月
刊
内
容
排
列
の
次
序
は
問
題
の
重
大
な
る
も
の
を
以
て
先
じ
置
き
局
部
事
項
を
討
論
し
而
し
て
性
質
較
や
専
門
た
る
者
は
次
に
居
き
、
雑
文
を
末
に
居
く
。
一
、
本
月
刊
、
材
を
取
る
に
皐
術
思
想
に
関
す
る
有
る
の
論
文
記
裁
ケ
以
て
本
陸
さ
結
局
し
粂
ね
て
確
か
に
文
皐
債
値
有
る
の
著
作
を
銭
し
、
謂
れ
無
き
の
詩
歌
小
説
及
び
酬
肱
文
字
ご
議
序
祭
文
傍
肢
の
類
の
如
き
に
至
り
で
は
一
概
に
牧
め
争
。
一
、
本
月
刊
は
重
き
宇
佐
撰
述
に
注
ぎ
間
ま
誇
文
を
登
せ
、
亦
東
西
洋
最
近
最
精
の
皐
術
思
想
を
紹
介
す
る
を
以
て
主
さ
匁
し
謂
れ
無
き
の
誇
稿
を
以
て
篇
幅
?
填
充
せ
中
。
さ
其
気
精
鋭
滋
捌
ご
し
て
紙
面
に
傍
潟
す
る
の
蹴
あ
b
o
附
編
輯
北
京
大
皐
月
刊
縁
起
民
図
七
年
九
月
三
十
日
北
京
大
牟
枝
々
長
各
亭
長
及
び
各
研
究
所
主
任
を
召
集
し
て
月
刊
を
編
輯
せ
ん
-
}
芝
伝
提
議
し
、
毎
年
一
月
よ
b
六
月
に
至
る
、
及
び
十
月
よ
り
十
二
月
に
至
り
月
に
一
m
怖
を
出
す
な
議
定
す
、
暑
暇
中
の
七
入
月
は
停
刊
し
、
九
月
に
臨
時
増
刊
一
冊
共
十
附
、
毎
柑
約
十
寸
前
字
ご
し
、
全
校
職
員
及
率
生
均
し
く
稿
件
を
供
給
す
る
の
義
務
ゐ
hJ
、
而
し
て
門
を
分
ち
て
編
輯
す
、
別
ち
各
研
究
所
に
由
、
り
て
主
任
之
に
任
宇
毎
門
毎
月
一
高
一
千
字
左
右
を
供
給
す
る
を
以
て
至
少
の
限
さ
な
し
、
毎
冊
の
総
編
緯
は
則
も
各
研
究
所
主
任
迭
に
之
に
任
じ
姓
の
議
数
t
f
以
て
次
ご
な
す
規
定
下
の
如
し
。
一
月
朱
議
先
、
二
月
命
星
極
、
三
月
馬
寅
初
、
四
月
胡
趨
之
、
五
月
秦
景
陽
、
六
月
陳
怪
農
、
十
月
陶
孟
檎
、
十
一
月
張
菊
入
、
十
二
月
黄
締
馨
、
其
臨
時
増
刊
の
総
編
輯
に
は
校
長
之
に
任
歩
。
毎
月
十
五
日
出
版
し
稿
件
は
前
一
月
の
一
日
に
於
て
集
成
し
、
十
五
日
に
之
を
印
刷
に
附
し
翌
二
月
の
十
五
北
京
大
島
月
刊
た
読
む
三
八
一
商
業
さ
経
演
三
八
ニ
日
に
後
行
す
る
定
な
り
。
其
投
稿
に
関
し
校
長
よ
り
通
告
せ
ら
れ
た
る
規
定
は
次
の
如
し
。
一
、
潟
稿
は
均
し
く
横
行
さ
し
左
よ
り
し
て
右
し
句
読
符
鋭
を
加
ふ
る
こ
さ
、
中
園
科
叩
月
号
泣
後
行
す
る
科
亭
の
如
く
す
。
一
寸
稿
の
内
容
某
m
A
千
円
に
属
す
る
も
の
は
請
ム
先
づ
之
を
本
率
門
研
究
所
主
任
の
庭
に
迭
b
、
主
任
の
葉
集
に
よ
り
て
以
て
編
輯
者
に
法
る
こ
さ
〉
す
。
次
に
校
長
茶
元
培
氏
が
雑
誌
に
全
部
横
行
の
式
を
用
ひ
た
る
に
つ
き
次
の
如
く
啓
事
ケ
後
表
し
て
直
行
保
守
の
者
を
爺
し
居
れ
り
、
臼
く
本
校
数
授
議
師
諸
先
生
公
盤
、
月
刊
の
形
式
は
巳
に
研
究
所
主
任
舎
の
公
決
に
由
り
て
全
く
横
行
を
用
ひ
並
に
句
読
の
符
畿
を
加
ふ
、
但
し
諸
先
生
中
亦
吾
図
替
陸
の
丈
島
T
が
形
式
一
改
し
て
興
趣
全
く
失
ふ
を
以
て
一
一
一
一
口
を
匁
す
者
あ
り
、
部
人
亦
以
て
然
り
三
錯
す
、
惟
ふ
に
一
mwの
中
竿
は
横
行
を
用
ひ
左
よ
り
右
し
、
竿
は
直
行
を
用
ひ
て
右
よ
り
左
す
れ
ば
則
も
大
に
請
者
に
使
な
ら
宇
、
今
諸
先
生
さ
約
し
凡
そ
科
率
性
質
の
文
は
皆
様
行
を
用
ひ
各
研
究
所
に
送
り
で
普
通
月
刊
に
編
入
し
、
並
(
文
等
性
質
の
文
に
し
て
直
行
式
を
用
ひ
5
る
能
は
ぎ
る
も
の
あ
れ
ば
請
ふ
校
長
室
に
迭
至
せ
よ
、
部
人
編
輯
し
て
臨
時
増
刊
さ
な
さ
ん
、
稿
多
け
れ
ば
則
ち
年
四
冊
作
さ
月
刊
以
外
の
季
刊
さ
な
し
、
稿
寡
け
れ
ば
則
ち
毎
年
一
冊
さ
す
る
、
均
し
く
不
可
な
る
事
無
し
請
ふ
諸
先
生
随
時
稿
を
賜
は
い
幸
甚
な
り
。
我
が
日
本
に
於
て
も
科
率
的
著
書
及
雑
誌
に
は
横
行
を
用
ふ
る
も
の
あ
b
、
特
に
迎
撃
科
向
学
等
の
如
志
一
公
式
を
用
ふ
る
も
の
は
横
行
な
ら
ぎ
れ
ば
不
便
多
し
、
菊
池
大
麓
男
の
如
き
は
其
幾
何
等
教
科
書
に
逸
早
く
様
行
な
用
ひ
ら
れ
た
る
は
卓
見
さ
云
ふ
可
し
、
倫
ほ
法
制
経
済
の
如
き
も
欧
諸
欧
文
を
引
用
す
る
も
の
〉
如
き
は
横
行
を
以
て
使
ご
す
、
率
生
の
筆
記
は
早
く
既
に
此
便
法
に
よ
れ
る
に
拘
ら
や
'
著
書
雑
誌
が
今
倫
ほ
改
め
て
横
行
さ
な
さ
宇
し
て
直
行
の
ま
〉
な
る
は
進
歩
的
な
る
我
闘
に
は
不
似
合
の
事
に
あ
ら
5
3
な
き
を
得
ん
や
》
支
那
の
文
化
運
動
の
一
大
中
心
さ
見
倣
す
可
き
北
京
大
亭
が
其
機
関
雑
誌
に
断
然
横
行
式
を
採
用
せ
る
見
識
は
敬
服
す
る
に
徐
あ
り
さ
一
去
は
ぎ
る
可
か
ら
歩
。
大
串
校
長
蒸
一
克
諸
氏
は
夏
に
後
刊
の
詞
を
一
不
し
大
亭
た
る
の
責
任
を
蓋
さ
い
る
可
か
ら
歩
、
徒
ら
に
欧
化
に
カ
な
る
も
亦
専
ら
園
粋
佐
保
存
す
る
も
大
亭
た
る
も
の
〉
能
事
に
あ
ら
子
、
欧
化
の
中
よ
b
俊
明
す
可
〈
、
図
粋
の
真
相
を
掲
ぐ
べ
き
こ
ご
、
偏
狭
の
随
見
を
去
b
て
知
識
ケ
交
換
す
可
き
こ
芝
、
大
串
は
嚢
括
大
典
網
羅
衆
家
の
向
学
府
た
る
可
き
所
以
を
説
く
こ
さ
誇
々
た
る
も
の
あ
り
、
而
し
て
第
一
波
に
は
校
長
茶
一
克
培
氏
の
「
哲
挙
ご
科
卒
さ
」
以
下
数
授
の
「
園
家
改
制
ご
世
界
改
制
ご
」
(
法
科
教
授
阪
啓
修
氏
)
「
康
民
主
義
ロ
0
5
0
0
5
q
の
研
究
」
(
法
科
数
授
陳
啓
修
氏
)
「
軍
国
主
義
」
(
文
科
教
授
陶
履
恭
氏
)
等
は
允
づ
最
も
北
京
大
挙
一
一
回
の
色
彩
を
見
る
可
き
も
の
な
り
、
「
軍
国
主
義
」
に
於
て
は
日
本
及
濁
逸
を
模
型
的
笠
・
図
主
義
政
策
の
図
εし
、
日
本
人
が
其
闘
を
『
大
日
本
』
り
と
z
q勺
O
ロ
さ
呼
漉
す
る
は
宣
・
図
主
義
的
理
想
よ
b
来
る
も
の
な
り
さ
な
し
、
目
。
門
官
。
r
r
o
等
に
も
論
及
し
、
日
本
及
濁
逸
の
-
数
育
訓
練
は
印
ち
是
れ
奴
隷
教
育
な
り
三
局
れ
る
な
ぜ
甚
だ
正
鵠
を
得
5
る
も
の
あ
る
が
、
今
日
の
支
那
文
化
主
義
思
想
の
一
斑
を
代
表
せ
る
も
の
な
ら
ん
、
「
銀
行
の
其
詮
」
(
法
科
数
授
馬
賃
初
氏
)
は
経
済
方
面
の
論
文
ざ
し
て
唯
一
の
も
の
な
b
、
英
他
数
率
、
理
率
化
事
等
の
論
文
数
編
宮
、
「
中
北
京
大
串
月
刊
た
読
む
三
八
三
商
業
主
経
済
三
八
四
園
先
に
苗
程
ー
よ
り
後
仁
渓
穏
あ
る
の
設
を
駁
す
」
さ
「
中
園
文
字
形
怯
鐙
遜
新
論
」
ご
の
二
論
文
あ
り
・
、
予
輩
専
攻
の
範
固
に
も
関
係
あ
る
も
の
な
る
ケ
以
て
某
後
者
に
つ
き
柳
か
批
評
す
可
し
。
中
国
文
字
形
愛
情
程
新
論
(
未
完
)
(
文
科
数
授
銭
玄
洞
氏
著
)
ー
支
那
古
代
の
文
字
の
起
原
援
還
を
叙
述
す
る
に
経
史
さ
諸
子
さ
に
挨
れ
る
の
み
に
し
て
、
緯
堂
日
の
設
を
排
尿
し
て
一
笑
に
付
し
た
る
は
最
近
の
科
率
的
研
究
の
態
度
ご
云
ム
可
ら
子
、
吾
人
の
賛
す
る
能
は
ゴ
る
所
な
り
0
2
世
界
諸
方
に
現
存
す
る
、
又
は
近
時
現
存
せ
る
原
始
的
民
族
の
文
率
的
記
録
用
具
に
関
す
る
比
較
研
究
を
全
然
制
収
如
・
せ
る
は
科
率
的
研
究
ご
し
て
の
債
値
を
甚
し
く
薄
弱
な
ら
し
な
る
も
の
吉
一
玄
は
ざ
る
可
か
ら
や
0
3
偽
入
門
戸
の
O
ロ勺
q
w
の
主
張
し
た
る
入
卦
は
印
ち
巴
比
倫
の
喫
形
文
な
り
芯
し
離
の
卦
に
就
き
て
考
詮
し
た
る
設
の
制
限
謬
な
る
唖
』
さ
、
従
て
日
本
の
白
河
次
郎
、
園
府
程
徳
商
民
共
著
「
支
那
文
明
史
」
及
び
支
那
人
の
薄
智
曲
、
夏
曾
佑
諸
氏
が
し
ど
の
O
ロ勺
O
号
の
読
を
信
用
せ
る
よ
ど
を
駁
撃
せ
る
こ
ご
は
予
護
の
大
に
賛
同
す
る
彪
な
り
、
予
は
F
(い
。
ロ
宮
町
一
の
の
此
の
設
の
誌
な
る
こ
さ
を
既
に
数
向
後
表
せ
り
。
4
支
那
文
字
瓶
迭
は
抑
も
何
時
代
な
る
や
じ
っ
き
で
は
、
護
記
概
し
て
信
じ
難
し
終
来
地
底
下
よ
り
の
古
物
を
後
見
せ
ば
初
め
て
明
か
な
ら
ん
ご
云
ふ
、
此
黙
は
五
口
人
の
最
も
賛
成
す
る
所
な
b
o
予
は
事
盛
頓
に
あ
る
の
日
、
既
に
支
那
古
代
特
に
術
書
記
載
及
び
其
以
上
の
時
代
の
研
究
は
到
底
後
掘
事
業
の
助
に
よ
ら
ざ
れ
ば
其
真
相
な
確
め
難
き
こ
さ
に
心
付
き
出
来
得
可
く
ん
ば
支
那
の
歴
史
研
究
の
一
方
法
ご
し
て
五
帝
三
玉
時
代
の
沓
都
城
祉
の
後
掘
に
従
事
し
た
し
さ
企
闘
し
つ
〉
あ
り
。
第
一
波
に
載
す
る
所
は
以
上
に
止
り
未
完
な
る
を
以
て
後
日
緩
稿
の
後
表
を
侯
っ
て
再
び
批
評
を
試
ん
さ
欲
す
。
ハ
研
究
舘
月
刊
第
一
巻
第
二
競
叩
ち
大
正
九
年
六
月
競
所
哉
〉
